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　昨年度までは高校入試広報の責任者として仕事をしてきましたが、今年度か
ら相馬先生の後を引き継ぎ、入試委員長となりました。高校入試の責任者とし
ては住谷先生、中学入試の責任者は谷川先生となり、入試関連の業務としては
非常に若いメンバーとなっています。私自身、昨年度までの経験を踏まえての
仕事になりますが、今まで自分の気づかないところで相馬先生がどれほど多く
の仕事をこなされていたのかを痛感する毎日です。三人の若さから来る未熟さ
が仕事に出てしまうこともありますが、今まで築いてきた事を守るということで
はなく、新しく追手門をつくるという気持ちを持って取り組みたいと考えていま
す。どうぞよろしくお願いします。
　さて、来年度入試に向けての最大の課題だと考えていますのは、中学入試で
多くの志願者を集め、両コースで定員を確保することです。昨年度入試におい
て、1次・2次合わせて146名の志願者（前年度比1.4倍）があり、ダイナミック
コースの合格最低点は、一次試験で25点アップしました。アカデミックコースで
は、1次・2次合わせての実質競争率が2.7倍という厳しい入試になりました。そ
の結果、両コースとも、五ツ木模試での評価が上昇しています。高校の大学合格
実績ばかりが目立っていましたが、中学に対する外部評価が高まってきたことは

とても喜ばしいことです。
　さらに、現在高2の段階にいるコース制の第1期生のがんばりも目をひきま
す。昨年度お知らせしたとおり、高校入学の英数・理数の生徒たちに負けない成
果を出しており、京大などの難関国公立大学への合格が有望視されている生徒
もでてきています。また、中学段階の生徒たちの成績も、五ツ木模試の結果を見
ると年々確実に上昇しています。このような生徒たちの様子を学外にも積極的
にお知らせし、プレテストや本番の入試での志願者増につなげていきたいと思
います。
　高校入試においても、前年度と比較すると、志願者数は若干減少したものの、
北摂地域での生徒数減少が著しい年度であったことを考えると、健闘したと思
います。併願者の戻り率が13％を超え、今年の高1も10クラスの編成になりま
した。これは、私立入試で追手門に合格した併願の受験生が、公立の入試では
チャレンジをしている結果だと思われます。併願受験生の間でも、本校の評価が
高まったことの表れでしょう。
　高校のコース制3期生の生徒たちも、過去2年に負けない成果をあげました。
現役のみで国公立大には32名、関関同立には197名（現役合格率73.2％、前
年度63.9％）の合格者を出し、近隣の他私学や公立高校に負けない実績を上げ
ました。中でも顕著なのは総合文理コースの生徒のがんばりでした。関関同立と
産近甲龍の8大学に108名が合格し、後輩の生徒たちにも希望を与えてくれま
した。今後は、ますます高まる期待に応えられるよう、若い先生方のアイデアも
活かしながら広報活動に取り組んでいきます。ご支援のほどよろしくお願いいた
します。
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中学校・高等学校（茨木）　入試について 

　　　　　　　　　　　　　　

　高校生活を振り返ってみると、やはり友達の存在が一番
大きいです。追高では高校で終わることなくこれからもずっ
と付き合っていきたいと思える友達に出会えました。個性豊
かでおもしろく、一緒にふざけたり、ときには相談にのっても
らったり、みんなといると毎日が本当に楽しかったです。受
験勉強も後半になってくると精神的にも体力的にもつらく

なってくるのですが、まわりの友達の頑張っている姿を見ると私も頑張ろうと思えたし、何よ
り一緒に頑張れる友達がいることが本当に心強かったです。
　追高には、放課後のアドバンスゼミや長期休暇中の講習、自習室の開放など、勉強しよう
と思えばいつでも始められる環境がありました。先生方も非常に熱心で、嫌な顔ひとつせず
質問に応じてくれたし、遅くまで残って勉強していると声をかけてくれました。諦めてしまい
そうになったときも最後まで励ましてくれうれしかったです。
　高校3年間、たくさんの出会いや出来事を通して、勉強だけでなく、周りのたくさんの人
の支えがあるおかげで自分があるんだということを学ぶことができました。私を支えてくれ
たみなさんには感謝の気持ちでいっぱいです。これからはさらに大きな世界に進んでいく
ことになりますが、追校で学んだことを忘れず、成長していけたらと思います。
　本当に楽しい3年間でした。ありがとうございました。

高等学校 平成18年度入試要項
◆募集人員	 240名（男女）
		  英数コース	  80人（男女）
		  理数コース	  40人（男女）
		  総合文理コース	 120人（男女）
		  （含　六カ年一貫コース　42人）

◆入試日	 2月10日（金）

◆入試科目	 英・国・理・数・社（各100点、各45分）

◆面接	 専願	 一人3〜5分、全員行います
	 併願	 必要に応じて行います

◆出願期間	 1月23日（月）〜1月26日（木）（午前9時〜午後3時）
			   (郵送‑不可)
		  （①専願・併願いずれかで受験してください）
		  （②英数コース・理数コース志願者は、第2、第3志望を記入可  
                                         ただし、第2志望が総合文理コースの場合、第3志望は出せません）

◆合格発表日	2月14日（火）郵送

◆2次募集	 府立高校合格発表日に決定

◆入学手続き締切日	 専願　　2月17日（金）
		  併願　    府立高校合格発表日（3月23日（木）午後1時〜3時）

◆入学者登校手続日	 専願　　2月18日（土）10：00〜および府立高校合格発表日
		  併願　　府立高校合格発表日（3月23日（木）午後1時〜3時）

◆必要書類	 願書、個人報告書、写真2枚（横3.5〜5×縦4.5〜5cm）
	 受験料 20,000円（郵送料410円別途）

◆入試説明会	12月3日（土）10時〜12時　※予約が必要です
	 阪急石橋　8時50分　千里中央　9時10分　北千里　9時15分
	 阪急茨木　9時10分　JR茨木　  9時20分

中学校 平成18年度入試要項
◆募集人員	 アカデミックコース35名（男女）、ダイナミックコース35名（男女）
		   A・B両日程で	 約60人（男女）（両コース合わせて）
		   C日程で	 約10人（男女）（両コース合わせて）
◆入試日	 A日程	 ：1月14日（土）
	 B日程	 ：1月15日（日）
	 C日程	 ：1月18日（水）
◆入試科目	 A日程	 ：アカデミックコース	 国・算（各100点、各50分）、
			   理・社（各  50点、各30分）
		  ：ダイナミックコース	 国・算（各100点、各50分）
	 B日程	 ：両コースともに	 国・算（各100点、各50分）
	 C日程	 ：両コースともに	 国・算（各100点、各50分）
◆面接	 あり	 （面接官2人と受験生1人）
		  （出願の際には保護者面談も行います）
◆出願期間	 A・B日程 ：12月21日(水)〜12月27日(火)、1月6日(金)〜1月11日(水)
		  (午前9時より午後3時まで)
	 C日程	 ：1月10日(火)〜1月17日（火）（午前9時より午後3時まで）
	 	   (ただし、日・祝日を除く）
◆合格発表日	A日程：	 ：1月15日(日)電報
	 B日程：	 ：1月15日(日)電報
	 C日程：	 ：1月18日(水)電報
◆追加募集	 未定
◆入学手続き締切日	
	 A日程：	 1月17日（火）　（午後3時まで）
	 B日程：	 1月17日（火）　（午後3時まで）
	 C日程：	 1月20日（金）　（午後3時まで）
◆入学者登校手続日	 1月28日（土） 10時集合（本人が保護者同伴で登校）
◆必要書類	 願書、写真2枚（3×4cm）
	 受験料 20,000円（郵送料410円別途）

中学校・高等学校（茨木）教諭　入試委員長　木内淳詞

入試広報便り
〜今年度の取り組み〜
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